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院長 佐藤信昭  

本年 4 月より県立がんセンター新潟病院の院長を拝命しました。当院の

運営に尽力する所存ですので、皆様にはご指導・ご鞭撻のほど何卒よろし

くお願い申し上げます。 

県立がんセンター新潟病院は昭和 36 年に設立されました。その後、産

科部門を中止し、がん専門病院に移行しております（平成 23 年度入院患

者のがん占有率 74.3%）。平成 19 年には都道府県がん診療連携拠点病院

に指定され、新潟県におけるがん医療の中心的役割を担いながら、さらに、

県内のがん診療の均てん化に取り組んでおります。 

主にがんその他の悪性新生物に関し、予防、診断及び治療、調査研究並びに医療関係者の研修を

行う病院で組織される全国がん（成人病）センター協議会（31 施設）に加入し、その 23 施設間に

結ばれたがん・診療施設情報ネットワークにより、これらの施設と情報交換を行いながら診療機能

の向上、臨床研究の推進に努めています。 

当院はがん専門病院として、がんの早期発見から終末期までのがん診療全般に取り組むために、

PET-CT をはじめとした最先端の診断機器と汎用性ライナック（クリナック iX）、ノバリス、小線

源治療による高精度放射線治療装置など最新鋭の治療機器を導入しております。外来化学療法を安

全に施行するために外来化学療法室を設置し、良質のがん医療を提供できる施設をめざしています。 

がん専門病院としての機能を発揮するために、各臓器別に診断・治療の専門医はもちろん、日本

病院薬剤師会認定のがん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師、日本医療薬学会認定がん指導薬剤

師、がん専門薬剤師の資格を有する薬剤師、がん看護専門看護師、がん化学療法看護認定看護師、

乳がん看護認定看護師、緩和ケア認定看護師、がん放射線療法看護認定看護師、がん性疼痛看護認

定看護師などの各職員がチーム一丸となって診療を行っております。 

また、平成 24 年 4 月には地域の病院やかかりつけ医師の皆様との円滑な連携の要として、また、

患者さんやご家族が安心してがん診療を受けていただくための情報提供などの支援に努めるために

「地域連携・相談支援センター」を設置し、力を注いでいるところです。センターを中心として信

頼関係に基づく地域連携を進めることによって、患者さんが安心して治療を受けられるがん医療を

提供していきます。 

お陰様で、平成 25 年度には、診療依頼７６６５件（病診連携は４１９３件 ）、逆紹介６５８９

件（病診連携は２８１件）、検査依頼６８４件、セカンドオピニオン１８０件、高額医療機器の共同

利用２２件をいただいております。 

以上のことを実行することにより、がん対策推進基本計画によるがん対策基本法にある、「がんを

知り、がんと向かい合い、がんに負けることのない社会の実現」を目指したいと存じます。直面す

就 任 の ご 挨 拶 



る超高齢・少子化社会に対応するために「病院完結型」から「地域完結型」のがん診療へ、連携を

さらに進めてまいりますので、今後とも県立がんセンター新潟病院へのご支援、ご協力のほどをお

願い申し上げます。 

 

副院長 本間慶一  

                

こんにちは、この度副院長を拝命いたしました病理診断科の本間慶一です。

病理診断科は、各科の先生方が画像診断や血液生化学検査などから判断した

臨床的診断に、細胞診や病理組織診による形態的な裏付けを与え、診断確定

に導く部門です。手術で摘出された臓器が適切に切除されているか詳しく調

べるのも病理の仕事です。また適切な抗がん剤選択のため、免疫染色や遺伝

子検索法を駆使して、ホルモンレセプターや HER2、c-kit, EGFR, k-ras、

ALK などの情報を各科に提供しています。 このように病理診断科は患者様

からは見えないところで診療を支えていますが、患者様と直接接する機会が少ない分、病理医は臨

床各科とは違った視点で俯瞰的に診療に関わることができると思っています。私の副院長としての

役割もそこにあろうかと考えますので、先輩副院長とは少し違った立場から患者様を支えて行きた

いと思います。宜しくお願いいたします。 

 

 

医療安全管理室 専任セーフティ―マネジャー     

長谷川 美津枝 

                                       

貝瀬 SM の後任となりました長谷川です。まるで「滝修行」を受けているよ

うな感覚でおりますが、私のモットーは「何でもやってみよう」ですので、

皆様と共に明るく楽しく医療安全マネジメントをやってみようと思います。

安全管理室は個室隔離されていますが、要件は問いませんのでお気軽にお立

ち寄り下さい。ゼロベースからの出発となり、暫く皆様にご迷惑をおかけす

ることがあるかもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

        

         

看護副部長 草野 厚子 

 

加茂病院から当院へ初めて転勤して参りました。辞令が発表されてから当

院の躍動感あふれるホームページを見ることが楽しみとなり、少しずつイメ

ージアップすることができました。前任地と規模の違いに驚くことが多い毎

日ですが、日々の業務を通し皆様から助けて頂いていると感謝しております。

これからは、微力ながら皆さんと共に信頼される病院づくりができるよう、努力したいと思ってお

ります。どうぞよろしくお願いします。 

看護部は次回に続きます 

看 護 部 



  

 

 

地域連携・相談支援センター 副センター長  長岡 敦子 

杉崎副センターの後任として４月より着任しました長岡です。 

前部署である病棟業務との違いがあり、戸惑いながらではありますが、センター職員の協力により

楽しく勤務させていただいています。連携医療機関の方々には、しばらくの間ご迷惑をおかけする

ことをお詫び申し上げます。 

センターの役割の一つには、知りたい情報をわかりやすく解読し提供することです。がん患者さ

んやご家族、地域住民の方に必要かつ適切な信頼性の高い情報により、患者さん一人ひとりに望む

治療が行われと考えます。そのためには地域医療機関との円滑な顔の見える連携を図っていきたい

と思っております。 

また、センター職員の協力にて適切な

対応を一緒に考えさせていただきます。 

 

相談支援センターＭＳＷ  村山 翼 

４月より相談支援センターに配属に

なりました、MSWの村山翼と申します。

当院では、東病棟と西２病棟を担当する

こととなりました。地域医療機関との連

携を大切にして参りたいと思います。分からないことだらけでご迷惑をかけることが多々あると思

いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

臨床心理士  猪股 明美 

このたび、地域連携・相談支援センターに赴任しました臨床心理士の猪股明美です。 

 相談支援部門で心理面の相談やボランティアのコーディネート、自助グループのサポートなどを

担当しています。また、小児科や心療内科、緩和ケア科においては、依頼をいただいた上でカウン

セリングや心理検査を行っております。 

 病気にかかると、治療経過の中でストレスを感じて不安や気分の落ち込みが出てくる場合があり

ます。話を聴いてほしいとき、気持ちや考えを整理したいとき、リラックスの方法を知りたいとき

ときなど、心理士としてお手伝いさせていただきたいと思いますのでいつでもお声掛がけください。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

頭頚部外科からのお知らせ 

 日頃より当院頭頚部外科へのご協力を賜りましてありがとうございます。 

当外来は予約がない場合の待ち時間が数時間に及ぶことがあり、患者さんへ大変ご不便をおかけす

る場合があります。病診連携でご予約いただけますと、待ち時間の短縮が可能になりますのでなるべ

く病診連携での予約をお願いいたします。 

 早めの診察をご希望される場合、地域連携・相談支援センターに連絡をいただけましたら対応いた

します。                                 

頭頚部外科外来 

地域連携・相談支援センターの紹介 



 

 

新潟県立がんセンター新潟病院 地域連携・相談支援センター（地域連携部門） 

ＴＥＬ：025-234-0011  FAX：025-234-0022  受付時間 月～金 8：30～17：00 

地域連携・相談支援センターを通して予約した場合、原則として予約日当日に行える検査 

ＣＴ、 腹部超音波、 ＭＲＩ、 食道・胃・十二指腸内視鏡、 PET-CT 

時間外の FAX については、平日夜は翌朝、金曜夜から日曜は月曜の朝にお返事申し上げます 

月  火 水 木 金

４０１診  Ｄ 張 高明  Ａ 成澤 林太郎  Ｄ 廣瀬 貴之   Ｂ 小山 建一

４０２診  Ｃ 高山 亜美  Ｄ 今井 洋介  Ｃ 大倉 裕二  Ｄ 石黒 卓朗  Ｄ 今井 洋介

５０１診  Ｃ 大倉 裕二  Ｆ 谷 長行  Ｆ 谷 長行  Ｆ 谷 長行

５０２診
 Ａ 青柳(午前)
 Ａ 加藤(午後)

 Ｅ 大山 泰郎  Ａ 加藤 俊幸  Ｅ 大山 泰郎  Ｂ 阿部 徹哉

６０１診  Ｂ 横山 晶  Ａ 栗田 聡（隔週）  Ｂ 阿部 徹哉  Ａ 栗田 聡  Ｂ 田中 洋史

６０２診  Ａ 塩路 和彦  Ａ 船越 和博  Ａ 佐々木 俊哉  Ａ 船越 和博  Ｃ 高山 亜美

２０１診  Ｂ 田中 洋史  Ｂ 樋浦 徹  Ｂ 才田 優

 Ａ 成澤 林太郎  Ａ 青柳 智也  Ａ 船越 和博  Ａ 加藤 俊幸  Ａ 塩路 和彦

 Ａ 佐々木 俊哉  Ｂ 小山 建一  Ｂ 田中 洋史  Ｂ 才田 優  Ａ 栗田 聡

 Ｂ 阿部 徹哉  Ｃ 大倉 裕二  Ｄ 今井 洋介  Ｃ 高山 亜美  Ｂ 樋浦 徹

 Ｆ 谷 長行  Ｄ 石黒 卓朗  Ｅ 大山 泰郎  Ｄ 廣瀬 貴之  Ｄ 張 高明

１　診 小川 淳 渡辺 輝浩 細貝 亮介 渡辺 輝浩

２　診 細貝 亮介

１　診 佐藤 信昭(乳腺) 梨本 篤(胃) 土屋 嘉昭(肝胆膵) 中川 悟(食道) 瀧井 康公(大腸)

２　診 金子 耕司(乳腺) 松木 淳(胃) 野村 達也(肝胆膵) 藪崎 裕(胃) 丸山 聡(大腸)

３　診 辰田 久美子(乳腺) 高橋/宇宿［交替］ 神林 智寿子(乳腺) 市川/會澤［交替］ 野上 仁

予防ｾﾝﾀｰ乳腺 金子/辰田 佐藤・辰田 神林 智寿子 神林/金子［交替］

吉谷 克雄 青木 正 岡田 英 青木 正
 岡田(1,3,5週)
 吉谷(2,4週)

新　患 畠野/村井/有泉［交替］ 畠野 宏史 小林 宏人 有泉 高志 村井 丈寛

再　来 小林 宏人 有泉 高志 村井 丈寛 畠野 宏史 小林 宏人

原山 尋実 二宮 格 原山 尋実 原山 尋実

１　診
宇塚 岳夫

（2,4週の午後）

２　診 高橋 英明 高橋 英明 高橋 英明 高橋 英明

１　診 笹川 基 本間 滋 笹川 基 柳瀬 徹 本間 滋

２　診 柳瀬 徹 菊池 朗 菊池 朗 菊池 朗 笹川 基

３　診 柳瀬 徹 本間 滋 本間 滋 柳瀬 徹

１　診 高塚 純子 藤川 大基 竹之内 辰也 藤川 大基 高塚 純子

２　診 藤川 大基 竹之内 辰也
藤川(1,3,5週)
高塚(2,4週)

高塚 純子 竹之内 辰也

１　診 北村 康男
小林(1,3週)
斎藤(2,5週)
北村(4週)

斎藤 俊弘 斎藤 俊弘 北村 康男

２　診 小林 和博
ﾋﾞﾘｰﾑ(1,2,3週)
鳥羽(4,5週)

小林 和博 鳥羽 智貴 ビリーム

原 浩昭 原 浩昭 原 浩昭 原 浩昭 原 浩昭

１　診 佐藤 雄一郎 植木 雄志  佐藤 雄一郎 佐藤 雄一郎

２　診 森 香織 森 香織  植木 雄志
森(1,3週)
植木(2,4週)

１　診 杉田 公 杉田 公 杉田 公 松本 康男 松本 康男

２　診 松本 康男 松本 康男 松本 康男 杉田 公 杉田 公

３　診 金本 彩恵 金本 彩恵 金本 彩恵 金本 彩恵 金本 彩恵

  坂村 律生 坂村 律生  

齋藤 義之 齋藤 義之 齋藤 義之 齋藤 義之 齋藤 義之

午前のみ  午前／午後  午前／午後

※ 変更となる場合がございますので、事前にご確認ください。（電話：025-234-0011）

新潟県立がんセンター新潟病院　2014年（平成26年）4月外来診療予定表
4月1日現在

内
　
　
　
　
　
　
科

新　患

(2診体制)

＊新患は２名の医師が担当します。当日の担当医についてはお問い合わせください。

Ａ：消化器　　Ｂ：呼吸器　　Ｃ：循環器　　Ｄ：血液　　Ｅ：内分泌　　Ｆ：糖尿病

泌尿
器科

＊新患については紹介状が必要となりますので、あらかじめご了承願います。

小児
科

 小川 淳(～11:00)

 長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来

 　　　　　(11:00～)

外
　
科

＊乳腺外科については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

呼吸器外科

整形
外科

＊整形外科は完全紹介制となりますので、あらかじめご了承願います。

神 経 内 科

脳神経
外科

婦人
科

＊婦人科３診については再診予約のみの対応となりますので、ご了承願います。

皮膚
科

眼　　科

頭頚部
外科

放射線
治療科

＊木曜日の新患依頼は対応できない場合がございます。ご了承願います。

麻　酔　科 丸山 洋一、冨田 美佐緒（月～金　予約可能）　、　高田 俊和（火～金　予約可能）

形 成 外 科

緩和ケア科
＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。

歯科口腔外科
（日本歯科大学より） ＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。


